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の
幹
部
と
副
分
団
長
５
人
、
部
長
16
人
、
班
長
22
人
、

団
員
１
０
７
人
の
合
計
１
５
６
人
で
組
織
さ
れ
、
ポ

ン
プ
車
２
台
と
積
載
車
９
台
を
所
有
し
て
い
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
活
動
は
、
規
律
訓
練
の
実
施
や
ポ
ン
プ

の
試
運
転
、
機
械
器
具
の
点
検
を
行
う
な
ど
、
万
が

一
の
火
災
出
動
に
備
え
る
と
と
も
に
、
毎
月
５
の
付

く
日
は
、
車
両
に
よ
る
無
火
災
広
報
な
ど
予
防
消
防

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
昨

年
度
か
ら
１
年
間
、
無
火
災
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
都
路
地
区
隊
は
、
地
区
隊
本
部
と
２
つ
の
分
団
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
道
分
団
は
青
木
和
典
分
団

長
を
中
心
に
５
部
体
制
で
古
道
地
区
を
、
岩
井
沢
分

団
は
古
谷
哲
一
分
団
長
を
中
心
に
３
部
体
制
で
岩
井

沢
地
区
を
担
当
し
、
そ
れ
ぞ
れ
消
防
・
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
22
日
に
開
か
れ
た

第
５
回
田
村
市
消
防
団
消
防
操
法

大
会
に
は
、
古
道
分
団
が
ポ
ン
プ

車
に
、
岩
井
沢
分
団
が
小
型
ポ
ン

プ
車
に
出
場
し
、
毎
朝
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
て
、
岩
井
沢
分
団

第
２
部
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
都
路
地
区
隊
は
、
今
後
と
も
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

団
員
と
も
ど
も
都
路
地
区
お
よ
び

田
村
市
内
の
消
防
防
災
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

今
後
も
地
域
の
た
め
に
！

　
都
路
地
区
は
山
林
が
約
８
割
を
占
め
、
そ
の
内
、

国
有
林
が
約
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
位
置
は
田
村

市
の
北
東
部
に
あ
っ
て
、
西
部
は
常
葉
町
と
一
部
船

引
町
移
地
区
、
北
部
は
葛
尾
村
、
南
部
は
川
内
村
と

接
し
、
東
部
は
現
在
原
発
事
故
で
通
行
規
制
が
あ
る

浪
江
町
と
大
熊
町
に
接
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
の
震
災
お
よ
び
原
発
事
故
で

は
、
都
路
地
区
の
住
民
の
方
が

避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、

い
ち
早
く
消
防
団
員
が
避
難
所

へ
の
誘
導
や
居
住
者
の
確
認
、

避
難
所
で
の
防
犯
警
備
な
ど
を

行
い
、
あ
ら
た
め
て
消
防
団
の

存
在
意
義
や
必
要
性
が
注
目
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
都
路
地
区
隊
は
、
高
橋
光
一

地
区
隊
長
を
筆
頭
に
渡
辺
與
浩

副
地
区
隊
長
、
渡
辺
和
雄
訓
練

分
団
長
、
石
井
得
一
庶
務
分
団

長
、
古
道
・
岩
井
沢
地
区
を
統

括
す
る
分
団
長
２
人
の
計
６
人

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団
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消 防 団 だ よ り

田村市消防団
都路地区隊
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庶務分団長
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岩井沢分団長
古谷　哲一

訓練分団長
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青木　和典

第１部 第２部 第３部 第４部 第５部 第１部 第２部 第３部

都路地区隊消防団組織図

副地区隊長
渡辺　與浩

▲写真右から高橋地区隊長、渡辺副地区隊長、
石井庶務分団長、渡辺訓練分団長

▲６月開催の小型ポンプ操法で、準優勝の岩井沢分団第２部

消防団の組織や活動内容などを紹介
する「消防団だより」の第４回目は、
都路地区隊をお知らせします。

田
村

・
ひ
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ゆ
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10

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

 No. ４

　男子プロバスケットボール・ｂｊリーグの
前哨戦「2014 ～ 15 プレシーズンゲーム東
北カップ」が９月１３日に開幕し、岩手ビッ
グブルズを迎えての一回戦が田村市で開かれ
ました。県内初のプロバスケットボールチー
ムとなる福島ファイヤーボンズが市総合体育
館に登場し、デビュー戦を待ちわびた大勢の
ファンに迫力のプレーを披露しました。開催
地として冨塚市長があいさつし、約２ｍの外
国人選手に挟まれ、始球式を行いました。ハー
フタイムには、チアリーダーが華やかなダン
スを披露し試合に花を添えました。
　試合は第２クオーターまで 37 対 43 とほ
ぼ互角の展開。後半に突き放され、67 対 82
で惜しくも初陣を飾れませんでしたが、福島
に勇気と希望を与えてくれました。

福島ファイヤーボンズが田村市で初陣

各地区の敬老会で、笑顔と拍手

　市内１２会場で９月１５日、７４歳以上の方を招待した敬老会が開かれました。市長か
らのお祝いのあいさつに続き、敬老祝金、記念品の贈呈などが行われました。また、８８
歳の米寿の方には賀寿と記念品が贈られ、本年度中に１００歳を迎える方に内閣総理大臣
からの祝い状と記念品が伝達されました。各会場では、各種団体による趣向を凝らした演
芸が披露され、招待された皆さんは笑顔を見せるなど楽しい一日を過ごしていました。


